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１ 議   題 ２ 会 議 結 果 

 

（１）再調査の方針について 

 

（２）その他 

 

 

（１） 

・被害者側への経過説明の方法

について検討を行い、市から

の説明にはなるものの、内容

は委員会で作成することとし

た。 

 

（２） 

・調査内容の資料について、検

討を行った。 

議 事 の 経 過           別紙「議事の要旨」のとおり 傍聴者数   ０ 名 

会 議 資 料           別紙のとおり 

 

 議事のてん末・概要に相違なきことを証するため、ここに署名する。 

 令和７年２月２８日 

議長(委員長・会長)の署名              宮﨑 裕悟          

議長に代わる者の署名                             

（議長が欠けたときのみ） 

 

 



 

1 

 

議 事 の 要 旨 

議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項                   

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）再調査について 

 ＜委員会＞ 

① 被害生徒側への経過報告について、委員会で実施方法を検討した。 

（宮﨑委員長）改訂されたいじめの重大事態の調査に関するガイドラインによれば、調査委員

からの経過報告は、『公平性・中立性が確保できない可能性があるだけでなく、

適切な検証に影響を与える可能性が出てくる。よって、基本的には、調査主体

の者が説明を行うことが考えられる。』とされている。 

       しかしながら、委員会としては、今後のスケジュールや経過報告について、被

害生徒側に適切に報告をしていきたいので、慎重に対応を検討したい。 

（桑原 委員）学校側の対応についてガイドラインに沿っているかを調査する側が、ガイドラ

インの対応に沿わないという対応は難しいのではないか。 

（関根 委員）まず、ガイドラインの規定を説明しつつ、市から説明するのはどうかを提案と

して伺うのはどうか。 

 

② 前回に引き続き、各委員が報告書案について意見を交換した。 

 

 ＜決定＞ 

① 被害生徒側への経過報告の対応について次のとおり決定した。 

基本的な対応は、ガイドラインに従い、調査主体である市が説明する。なお、説明内容につ

いては、委員会内で検討する。また、説明内容の細部の修正については、委員長一任とする。 

② 次回会議までに、各委員が報告書の案について確認し、意見を出し合う。 

③ 次々回の会議について 

     令和７年２月２８日（金）１９時から 

 

 



 

2 

 

（２）その他 

 ＜委員会＞ 

  次回の開催は、令和７年２月２０日（木）１９時から 

 

３ 閉会 

 

 


